






















“Paralympic Brain”

1990年 日本バイオメカ学会 奨励賞

1994年 日本バイオメカ学会 学会賞（松井賞）

・下肢切断者の陸上競技（両側運動野支配）

・脳性麻痺者の水泳競技（Postural Threat）

・視覚障がい者の水泳競技（体性感覚情報）

“木村 敬一”

by 中澤 公孝（東京大学）





NeuroRehabilitation(NR)

Paralympic Brainの研究で臨床現場でNRに応用できる

・拘縮の反対健側を運動すると患側の痙縮が軽減

・健常者の片手トレーニングへの応用



Adapted Physical Activity(APA)

・APAとは身体の障がいなどのために道具、ルール

運動方法を工夫して行う身体運動全般

・APAの中で特にスポーツに範囲を絞る

Apapted Sports（AS）



パラリンピック 課題～（１）

※オリンピックにない特有の制度

“クラス”分け（クラシファイヤー）

※パラスキー

計算タイム制（係数）

Factorial Time



パラリンピック 課題～（２）

※テクノロジー利用の是非

・高性能義足の開発

・パラアスリートのオリンピック参加の可否

オスカー・ピストリウス 両大腿切断

























パラスポーツの現状と展望

新潟県障害者スポーツ協会

副会長 丸田 徹

（新潟県障害者交流センター所長）
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新潟県の障害者の総合拠点施設
新潟ふれ愛プラザ
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交流センター

聴覚センター リハビリセンター

視覚センター
連携

新潟県障害者交流センター
新潟県障害者スポーツ協会
新潟県障害者スポーツ指導者協議会

新潟県の障がい者スポーツの拠点施設
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２０２０東京パラに向けた新潟県の取り組み

新潟県パラリンピックコーディネーターとしての
司令塔の役割

〇パラスポーツの普及促進
（目標）
どこでも誰もがスポーツを楽しめる環境作り

〇競技力の向上
（目標）

県内パラリンピック出場者を5名以上輩出

このふたつが車の両輪
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東京パラリンピック新潟県勢大活躍！

山田美幸選手 永田務選手
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パラリンピックの父
ストーク・マンデビル病院とグッドマン博士

『失われたものを数えるな

今ある機能を

最大限に活かせ』

障害者スポーツ・リハビリテーションの
基本哲学に
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障害者スポーツの特徴
①様々な障がい種別、体力差や能力差に大きな幅が・・

↓ 健常者の10倍以上？

多くの理解者・支援者が必要！クラス分けで公平に！

②基本的には、健常者と同じスポーツをやりたい！

↓ 障害の状況によって

できないこと・障害が悪化するリスクがある

対象者に合わせルールを変更・用具を工夫する

オリンピックは「体力の限界」に挑む

パラリンピックは「多様化の限界」に挑む
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パラリンピックを目指すアスリート達

・障害者は人生の選択肢が少ない

・失意の中で見つけた生きがい

・私にはこれしかないという覚悟

・手が届きそうな夢舞台（クラス分け）

・金銭面ではものすごく大変

・国際大会出場→もう引き返せない

・「経済力」と「支援者の狂気」の戦い
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東京パラ開催での一番の変化

パラリンピック選手が

「障害者の代表選手」から

「みんなの・私たちの代表選手」へ
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パラスポーツの展望 日本パラスポーツ協会2030ビジョンより

～活力ある共生社会を実現するために～
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障害者スポーツからパラスポーツへ
（もうひとつのスポーツ）



縁あって出会った
パラ選手山田美幸

山田美幸コーチ 野田文江







山田美幸

生まれつき四肢欠損という
重度の身体障害者、
両腕がなく、
両脚の長さが違う。



岡野 高志（コーチ）

生まれた時に熱が続き、原因
不明で耳が聞こえなくなる
（両感音性難聴 全く聞こえない）
（新潟県立新潟聾学校幼稚部～高等部）

（アップルスポーツカレッジ専門学校）



野田文江（コーチ）
スイミングアシストグループ代表

平成元年、新潟水泳協会に入会、レディース部員、
開発公社主催、水泳教室指導員、

令和３年３月引退。

障がい者水泳にのめり込む事３０数年、

山田美幸選手を２０２０ＴＯＵＫＹＯパラリンピック
競泳に岡野高志コーチと一緒に送り出す。



①派遣標準記録を突破する

②国際クラス分けを受ける

③標準記録が突破できない場合、

世界ランキング1～8位まで参加可能

東京パラリンピックに出場するには？



そして・・・２０２１年5月24日

２０２０東京パラリンピック
水泳競技

日本代表推薦選手に決定！！



新聞に のる
新潟日報

令和3年
5月25日



8月9日（月）
ふれ愛プラザから出発 山田美幸選手

Ｓ２クラス 女子

１００ｍ背泳ぎ 8月25日（水）

５０ｍ背泳ぎ 9月2日（木）

野田文江コーチ
（支援スタッフ シャペロン・パーソナル）

岡野高志コーチ
（支援スタッフ ＪＰＣ特別強化、アシックスのみ）



サイン

ケアの様子



8月25日（水）
100ｍ背泳ぎ決勝



8月25日（水）
100ｍ背泳ぎ表彰式



9月2日（木）
50ｍ背泳ぎ表彰式



9月5日（日）
閉会式 国旗持ち



９月６日（月）
日本代表報告会
文部科学省



パラリンピックを目指
すきっかけとなった

成田選手と



大変だったこと①

コロナウイルス感染防止対策

選手村へ行く選手、スタッフは、
毎日ＰＣＲ検査を受ける。
陰性であれば、競技参加可能。



毎日のスケジュール対応

大変だったこと②




